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目
標

本年テーマ
（計画）災害を見据えた平常時の体制を整備する

（評価）　防災教室やBCPの策定などでの訓練が実施できた。

基
本
処
遇
及
び
運
営

■令和6年度処遇及び運営方針に対しての評価

（計画）災害時情報提供書、災害時利用者一覧表（安否確認優先順位名簿）の作成

利用者や家族、職員間、関係機関との連絡体制の確立

令和6年度事業報告書
事業
所名

介護相談センターしおかぜ 作成者 原浩文 作成日

地域向けに実施することができたのは新たな取り組みでしたが成功してよかったです。

居宅としての災害対策への関わり方について、地域で住む方が災害が起こったときにどう支援できるか、まず安否

確認をすることなどシミュレーションを行うことができたが、連絡方法や安否確認だけでも困難が想定されます。

事業所の必要物品及び備蓄品の確保を行うと共に必要性について、利用者や家族に伝達する

災害時に役立つ、ポリ袋調理の説明及び実演をしてみる

（評価）

ケアマネに頼らなくていい人など優先順位をある程度付けることなど効率化を図りました。

災害時のポリ袋調理は地域の方が想定以上に参加され、とても盛況に行えました。介護相談として

専門研修Ⅰ 高岡 岡山県介護支援専門員協会BCP研修会 小柳・見越

■職員研修計画と実績

研修 名称 参加実績 研修 名称 参加実績

児島地区ケアマネ交流研修会(4回/年) 全員 岡山県介護支援専門員協会倉敷支部研修会（4回/年） 石合

下津井地区ケアマネ交流会(2回/年) 全員 ケアマネジメントセミナー（4回/年） 見越・高岡

岡山県介護支援専門員協会ケアマネジャー大会 見越・平松・石井・高岡 主任ケアマネ委員会研修(4回/年) 小柳・見越

居宅介護支援事業所管理者研修 小柳
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■会議・委員会計画実績・効果

会議委員会名 実績・効果 会議委員会名 実績・効果

感染症対策委員会
法定研修で知識の習得ができま
した。

虐待防止検討委員会
法定研修で知識の習得ができま
した。

介護相談会議
各職員の困っている事例相談や
法人伝達事項の通知が行えた
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■災害訓練計画・実績

訓練予定月 実施月 訓 練 目 的 訓練評価

令和６年４月 令和６年４月 火災避難訓練
お台場デイと共同で避難訓練を行うことで避難者の誘導などもスムー
ズでした

令和６年１0月 令和６年１0月 火災避難訓練
２度目のお台場デイと避難者の誘導後の見守りなどもスムーズでし
た。また避難時の最低限の持ち出しについても確認ができました。

６ 月
感染症の予防及びまん延防止

７ 月
祇園神社祭りお手伝い

高齢者虐待防止

吹上祭りお手伝い

１１月

８ 月
業務継続に向けた取組の強化

９ 月
敬老の日慰問

（総評）

職員の入職に伴い人員が6名体制となりました。ケアマネ未経験者でしたが順調に成長し新規の利用者も受け入れが行えていま
す。予算については、収入についてほぼ計画通り達成となりました。今年度は災害対策としてケアマネの動き、またBCP策定につい
て研修を受けましたが、ケアマネージャーに求められる内容が多くあり在宅生活を支える必要を聞きましたが、実際の動きを想定し
た場合には連絡がまずつかない、出勤ができない場合などケアマネージャーが役割を担わなくて済むように対応がとれるようにして
いきたいです。
年度途中から携帯電話の所持に関するルール作りを進めており、24時間３６５日社用携帯電話を持っていることをやめる取り組みを
行いました。利用者へのサービス低下の不安からなかなか手放せない職員もいましたが最終的には置いて帰るようになりました。
年間目標の防災対策についてですが、安否確認が必要な利用者のリスト化、サービスの継続について準備を進めることができまし
た。利用者がどこの避難所に行くように指定されているか、家族や親族などキーパーソンが近くにいるかなどすべての利用者に対し
て確認を行っています。実技的な対応として地域の方向けにパック調理の勉強会を行いました。４０名ほどの方、高齢者だけでなく
それより若い世代の方も来られ、実際に調理実習を行い大変好評を得ることができました。

２ 月

３ 月
災害時に役立つポリ袋調理の説明及び実演

１２月

１ 月
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■月別行事（下段）・内部研修報告（上段）

月 度

４ 月
法令遵守

５ 月

１０月


